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【
不
法
投
棄
を
な
く
す
に
は
】

　
町
で
は
、
不
法
投
棄
が
多
発
す
る

箇
所
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
解
決
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
の
根
絶
に
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
】

　
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
現
場
を
見

つ
け
た
ら
、
１
１
０
番
通
報
を
す
る

か
、
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。


０
１
２
０
―
５
３
６
３
８
０

（
い
つ
も
み
ん
な
で
む
ら
な
く
み
は
れ
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
環
境
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

回収されたごみ
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毎
年
、
多
く
の
不
法
投
棄
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
一
般

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
や
処
分
す

る
た
め
に
費
用
が
伴
う
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
対
象
商
品
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
）
な
ど
で
悪
質
な
事
案

が
目
立
ち
ま
す
。

【
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
】

　
不
法
投
棄
を
し
た
者
に
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
不
法
投
棄
の
多
い
場
所
】

　
不
法
投
棄
が
多
発
す
る
場
所
と
し

て
は
、
雑
草
が
伸
び
て
し
ま
い
管
理

が
行
き
届
い
て
い
な
い
状
態
の
土
地

や
夜
間
人
気
の
な
い
公
園
な
ど
、
目

が
届
き
に
く
い
場
所
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

【
土
地
の
所
有
者
に
は
管
理
責
任
が

あ
り
ま
す
】

　
土
地
の
所
有
者
（
管
理
者
）
に
は
、

そ
の
土
地
の
管
理
責
任
を
果
た
す
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　
万
が
一
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
投
棄
者
が
判
明
し
な

い
と
き
に
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

（
管
理
者
）
に
投
棄
物
の
撤
去
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
所
有
す
る
土
地
の
雑

草
が
伸
び
て
い
な
い
か
な
ど
き
ち
ん

と
管
理
し
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い

よ
う
な
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

みんなで守ろう　きれいな環境

　不法投棄は許しません！

※昨年の４月から今年の１月末までに不法投棄されたごみ
品　目 台　数
テ レ ビ 15
エアコン 0
洗 濯 機 2
衣類乾燥機 1
冷 蔵 庫 2

その他のごみ 多数

110番
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中
の
島
公
園
の
こ
ぶ
し
が
３
月
下

旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
見
頃
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
の
こ
ぶ
し
は
、
高
さ
約
１３
メ
ー

ト
ル
、
幹
回
り
約
３
．
７
メ
ー
ト
ル

で
関
東
最
大
級
と
言
わ
れ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
枝
が
傘
の
よ
う
に
張
り

出
す
姿
は
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
ぶ
し
の
開
花
情
報
を

随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
ま
た
、
臨
時
駐
車
場
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
は

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
臨
時
駐
車
場
開
設
期
間

　
３
月
20
日
(水)
〜
４
月
15
日
(月)

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
産
業
Ｇ

　
☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

道の駅

ごか

五霞

東小

ふれあい
センター

4

関宿

水閘門
すいこうもん

中の島

公園

千葉県立

関宿城博物館

P

臨時駐車場

4月15日まで

268

P

歩道

埼玉

農機

山王方面

中
の
島
公
園
の
こ
ぶ
し
の
開
花
に
つ
い
て

　
３
月
１
日
(金)
〜
７
日
(木)
は
、
全
国

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
一
層

高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
尊
い
生
命

や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
、
職
場

を
火
災
か
ら
守
る
よ
う
十
分
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

《
出
火
原
因
は

　
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
》

　
一
般
家
庭
で
起
こ
る
火
災
の
出
火

原
因
を
見
て
み
る
と
、
た
ば
こ
や
た

き
火
、
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
の
消
し

忘
れ
な
ど
、
日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
特
に
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
就
寝
前
や
お
出
か

け
前
に
は
、
も
う
一

度
火
の
も
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

《
消
防
団
か
ら
の
お
願
い
》

○
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
当

町
消
防
団
員
が
夕
方
と
夜
間
、
管

轄
す
る
行
政
区
を
巡
回
し
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
火
災
発
生
時
に
は
、
危
険
防
止
及

び
迅
速
な
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、

現
場
周
辺
へ
の
立
ち
入
り
や
消
防

水
利
周
辺
へ
の
駐
車
な
ど
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
行
政
・
防
災
Ｇ

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

『
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
統
一
標
語
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
１
日
（金）
～
７
日
（木）
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被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成
25
年
３
月
31

日
で
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
３
月
下

旬
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
被
保
険
者
証
を
ご
持

参
の
う
え
、
町
民
税
務
課
（
②
窓
口
）

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保

険
者
証
は
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

次
の
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

○
資
格
が
な
い
の
に
被
保
険
者
証
が

届
い
た
（
転
出
、
死
亡
、
社
会
保
険

な
ど
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
）

○
資
格
が
あ
る
の
に
被
保
険
者
証
が

届
か
な
い
（
転
入
、
出
生
、
社
会
保

険
な
ど
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
方
）

○
記
載
内
容
（
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
）
に
誤
り
が
な
い
か

※
就
職
や
退
職
に
伴
い
、
会
社
の
社

会
保
険
の
加
入
・
脱
退
を
し
た
場
合

は
町
民
税
務
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。

※
就
学
や
施
設
入
所
な
ど
で
、
他
の

市
町
村
に
転
出
す
る
場
合
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。

被
保
険
者
証
等
の
再
交
付

　
被
保
険
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
を

紛
失
・
破
損
さ
れ
た
場
合
は
、
町
民

税
務
課
（
②
窓
口
）
に
て
再
交
付
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
届
出
義
務
は
世

帯
主
に
あ
り
ま
す
。
印
鑑
、
身
分
証

明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
世
帯
主

以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委

任
状
（
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
）
の
提

出
が
必
要
で
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
高
齢
受
給

者
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
現
在
使
用
し
て
い
る
高
齢
受
給
者

証
は
、
被
保
険
者
証
と
同
様
に
有
効

期
限
が
平
成
25
年
３
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
す
る
一

部
負
担
金
が
、
平
成
25
年
度
も
１
割

の
ま
ま
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
負
担

割
合
が
「
２
割
（
平
成
25
年
７
月
31

日
ま
で
は
１
割
）
」
と
記
載
さ
れ
た

受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は
３
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受

け
た
方
は
除
か
れ
ま
す
。

　
毎
年
７
月
に
負
担
割
合
の
判
定
を

行
い
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
は
平
成

25
年
７
月
31
日
と
な
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
と
は
別
の
封
筒
で
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

更
新
は
７
月
末
で
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
（
75
歳
以
上
の
方
、
ま

た
は
65
歳
以
上
で
障
害
認
定
を
受
け

て
い
る
方
）
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日
で
す
。

　
７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
ま
で
は

引
き
続
き
現
在
お
手
持
ち
の
被
保
険

者
証
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
に
臓
器
提
供
意
思
表

示
欄
を
設
け
ま
し
た

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
、

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
す
る
欄
を

作
成
し
ま
し
た
。

◆
脳
死
後
及
び
心
臓
が
停
止
し
た
死

後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
と

思
わ
れ
て
い
る
方

◆
脳
死
後
は
臓
器
提
供
し
た
く
な
い

が
、
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
に
は

臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方

◆
臓
器
を
提
供
し
た
く
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方

　
こ
の
よ
う
に
臓
器
提
供
に
関
す
る

自
分
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
記
入
は
任
意
で
す
の
で
、

必
ず
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
意
思
を
表
示
し
た
方
で
内

容
を
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
方
に

は
、
『
個
人
情
報
保
護
シ
ー
ル
』
が

あ
り
ま
す
。
意
思
表
示
欄
の
上
に
貼

る
こ
と
で
、
個
人
情
報
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
『
個
人
情
報
保
護
シ
ー
ル
』
は
町

民
税
務
課
（
②
窓
口
）
に
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る

と
、
通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
有
効

期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」

や
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

る
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
相
談
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
（
受
付
　
町
民
税
務
課
③
、

④
窓
口
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成26 3 31
４５６７８９

昭和 57 12 31 男
昭和 57 12 31

五霞 太郎

五霞 太郎

茨城県猿島郡五霞町大字○○△△

平成 25 4 1

１２３

０８０８６１

茨城県猿島郡

TEL 0280-84-1111
五 霞 町



ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
を
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新

薬
（
最
初
に
作
ら
れ
た
薬
）
の
特
許

終
了
後
に
、
有
効
成
分
、
用
法
・
用

量
、
効
能
及
び
効
果
が
同
じ
医
薬
品

と
し
て
申
請
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
の

認
可
の
も
と
で
製
造
・
販
売
さ
れ
た
、

新
薬
よ
り
も
値
段
の
安
い
薬
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩

な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
が
、
国

や
各
自
治
体
に
お
け
る
財
政
の
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費

の
節
減
に
つ
な
が
る
安
価
な
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
』
を
被
保
険
者
証
に
同
封
し
ま

す
。
病
院
や
薬
局
の
窓
口
で
提
示
す

る
と
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
し

て
も
ら
え
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

　
私
た
ち
の
健
康
と
安
心
を
支
え
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
特

に
複
数
の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
と
、

変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
を

　
　
　
　
　
　
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対

象
に
、
毎
年
、
特
定
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
も
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
年
に
一
度
は
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の

　
　
　
　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
か
か
る
助
成

を
平
成
25
年
度
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
広
報
ご
か
４
月
号
に
掲
載

の
予
定
で
す
。
医
療
機
関
の
予
約
を

考
え
て
い
る
方
は
、
詳
細
を
確
認
し

て
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
方

は
、
同
一
年
度
内
の
特
定
健
康
診
査

は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

　
交
通
事
故
は
、
注
意
し
て
い
て
も

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て
県
民
交
通

災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
死

亡
の
場
合
１
０
０
万
円
、
一
定
条
件

が
揃
え
ば
傷
害
見
舞
金
と
し
て
２
万

円
か
ら
30
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
共
済
会
費
（
１
年
間
）

◆
大
人
　
　
　
　
９
０
０
円

◆
中
学
生
以
下
　
５
０
０
円

（
４
月
１
日
現
在
で
中
学
生
以
下
の
方
）

○
お
申
し
込
み
受
付

　
３
月
１
日
㈮
か
ら
役
場
総
務
課
で

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
行
政
組
合
加
入
者
は
２
月
か
ら
組

合
を
通
し
受
付
中
で
す
。

○
共
済
期
間

　
４
月
１
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
お
申
し
込

み
の
翌
日
〜
３
月
31
日

○
対
象
と
な
る
事
故

　
対
象
と
な
る
事
故
は
、
道
路
を
運

行
中
の
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車

等
の
接
触
・
衝
突
・
転
落
等
が
対
象

と
な
り
、
自
損
事
故
も
含
ま
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
行
政
・
防
災
Ｇ

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

　
中
央
公
民
館
に
は
図
書
室
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
図
書
室
で

す
が
、
春
休
み
な
ど
は
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
読
書
や
勉
強
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
話
題
の
本
や
新
刊
も
多
く

受
け
入
れ
て
い
る
の
で
、
幅
広
い
年

代
の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
日

向
で
読
書
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

す
て
き
な
本
と
の
出
会
い
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
利
用
時
間

●
火
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

●
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
休
館
日

　
月
曜
日
・
年
末
年
始
（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
翌
日
が
休

館
と
な
り
ま
す
。
）

○
図
書
利
用
券

　
五
霞
町
・
古
河
市
・
坂
東
市
・
境

町
に
在
住
・
在
勤
さ
れ
て
い
る
方
に

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
図
書
利
用
券
１
枚
で
５
冊
、
15
日

間
の
貸
し
出
し
で
す
。
貸
出
期
間
は

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
そ
の
他

　
み
な
さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
て
新

刊
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

☆
お
勧
め
の
本

「
残
り
全
部
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
坂
幸
太
郎

　
人
生
の
小
さ
な
奇
跡
の
物
語
。

夫
の
浮
気
が
原
因
で
離
婚
す
る
夫

婦
と
、
そ
の
一
人
娘
。
ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
、
「
家
族
解
散
前
の
思

い
出
」
と
し
て
『
岡
田
』
と
名
乗

る
男
と
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と
に
。

（
第
１
章
「
残
り
全
部
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
）
他
、
５
章
構
成
の
連
作

集
。
伊
坂
ワ
ー
ル
ド
全
開
で
す
。

「
た
の
し
い
キ
リ
ン
の
か
い
か
た
」

　
　
　
　
　
　
　
た
が
わ
ひ
で
き

　
普
段
は
動
物
園
で
し
か
会
え
な

い
キ
リ
ン
や
ゾ
ウ
、
パ
ン
ダ
、
ペ

ン
ギ
ン
、
コ
ア
ラ
な
ど
を
家
で
飼

え
た
ら
…
。
そ
ん
な
夢
を
か
な
え

て
く
れ
る
絵
本
。
飼
い
方
を
通
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
の
寝
姿
や

食
べ
る
も
の
な
ど
を
は
じ
め
と
し

た
生
態
が
わ
か
り
ま
す
。

万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て

『
県
民
交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か
！
』

中
央
公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て
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1年間の行政活動に伴う現金等の資金の流れを経常的収支、
公共資産整備収支、投資・財務的収支の３つの活動に分けて表
示したものです。財務書類のうち、唯一現金主義により作成され
ます。

貸借対照表の貸方の「純資産の部」に計上されている額が１年

間でどのように増減したかを示した表です。

これまでの世代が負担してきた純資産が、年度中にどれだけ増

減したかを示すもので、純経常行政コストが受益者負担以外の財

源でどの程度賄われているかがわかります。

期末（平成23年度末）資金残高 2億8,937万8千円 ①

※書類内のカッコは町民1人当たりの額ですが、端数計算で金額が合わないところもあります。

（ 平成24年3月31日 現在人口 ： 9,365人 ・・・前年比 92名減少しています。）

資産の部

179億3,173万2千円

191万5千円
※前年度比で4千円の増加

負債の部

51億1,935万2千円

54万7千円
※前年度比で1万円の減少

純資産の部

③ 128億1,238万円

136万8千円
※前年度比で1万4千円の増加

公共資産等の財源

146億3,542万9千円（156万3千円）

その他一般財源

△18億3,662万8千円（△19万6千円）

資産評価差額

1,357万9千円（1千円）

公共資産

140億9,295万8千円

（150万5千円）

投資等

23億9,218万7千円

（25万5千円）

投資及び出資金

6億7,745万6千円（7万2千円）

貸付金

4,469万7千円（5千円）

基金等

13億706万1千円（14万円）

長期延滞債権

3億9,658万4千円（4万2千円）

回収不能見込額
△3,361万1千円（△4千円）

借 方 貸 方

流動資産

14億4,658万7千円

（15万5千円）

歳計現金

2億8,937万8千円（3万1千円）

基金

11億3,339万5千円（12万1千円）

未収金

2,381万4千円（3千円）

固定負債

46億8,887万2千円

（50万1千円）

地方債

37億8,641万8千円（40万4千円）

退職手当引当金
9億245万4千円（9万6千円）

流動負債

4億3,048万円

（4万6千円）

翌年度支払予定地方債

3億9,164万1千円（4万2千円）

賞与引当金

3,883万9千円（4千円）

期首（平成22年度末）資金残高 5億8,043万2千円

当期収支 △2億 9,105万4千円

【収入38億4,918万1千円、支出41億4,023万5千円】

経常的収支 11億3,532万8千円

公共資産整備収支 △1億4,148万5千円

投資・財務的収支 △12億8,489万7千円

期末（平成23年度末）純資産残高 128億1,238万円 ③

期首（平成22年度末）純資産残高 128億579万8千円

当期変動高 658万2千円

純経常行政コスト △33億9,680万3千円

一般財源 29億7,432万8千円

国県補助金・その他 4億2,905万7千円

・人にかかるコスト

8億2,512万8千円 （ 8万8千円）

・物にかかるコスト

9億 3,908万8千円 （ 10万円）

・移転支出的なコスト

16億5,884万9千円 （17万7千円）

・その他のコスト

6,387万3千円 （ 7千円）

・使用料、手数料 1,107万2千円（1千円）

・分担金、負担金、寄附金 7,906万3千円（8千円）

経常収益

（B）経常収益合計 9,013万5千円（9千円）

資産

将来にわたって行政

サービスを提供すること

ができる価値、すなわち
次世代が受けとることの

できるサービスに使用さ

れます。

公共資産

土地、建物など長期

間にわたって行政サー
ビスを提供するために

使用する資産です。

投資及び出資金

第3セクターや企業会

計への出資金等です。

貸付金
納期が到来していな

い貸付金です。

基金等

将来の支出に対する、

財源の蓄えである基金

等（積立金）です。

長期延滞債権

税金などで収入され

ていないもののうち、1年

を超えて回収されてい

ないものです。

現金預金
現金・預金や 財政調

整基金・減債基金です。

未収金

税金などで収入されて

いないもののうち、今年

度新たに発生したもので
す。

負債

将来において支払いや

返済の必要があるもので、

次世代が負担する地方債

などです。

地方債

地方債 （借金）のうち翌

々年度以降に返済が予定

されているものです。

退職手当引当金

年度末に全職員が退職

した場合に必要となる額で

す。

翌年度支払予定地方債

翌年度に返済が予定さ

れている地方債です。

賞与引当金

翌年度支払い予定の賞

与について、支給対象期

間のうち当年度にかかるも

のです。

純資産

現在保有する財産を整

備するために、国や県か

らの支出金や税金がどの
く らい充て られてきたか

を示 します。

その他一般財源

資産の部（借方）の流動

資産に充てた財源です。

資産評価差額

資産の取得価格と売却

可能価格との差額などで

す。

純経常行政コスト（A)－（B）

② 33億9,680万3千円

（36万3千円）

その他

総務

消防

産業振興

環境衛生

福祉

教育

生活ｲﾝﾌﾗ

4.3%

15.6%

6.4%

8.5%

13.5%

28.4%

11.8%

11.5%

総務

消防

産業振興

環境衛生

福祉

教育

生活ｲﾝﾌﾗ

6.5%

0.7%

4.0%

0.5%

4.6%

31.3%

52.4%

（A）経常行政コスト合計 34億8,693万8千円（37万2千円）

平成２３年度 財務書類（普通会計） を公表します

人にかかるコスト

職員給与や議員、各種委員等への報酬など

に要する経費です。

物にかかるコスト

委託料、施設の運営管理費、修繕費、減価

償却費などに要する経費です。

移転支出的なコスト

児童手当などの社会保障給付や補助金、特

別会計に対する繰出金等経費です。

その他のコスト
借入金の利子返済に要する経費などです。

受益者負担

行政サービスの利用者が直接負担する使用

料や手数料、保育料、学校給食費などです。

（ ）（ ）

経常行政コスト

行政コスト計算書は、住民票の交付など
行政サービス提供費用（コスト）と受益者
負担を明らかにするものです。
性質別では、広域行政負担金や特別

会計繰出金などの移転支出的コストが約
48％、目的別では、福祉が約28%となって
います。

①

②

（ ）

※フローとストック ・・・一定期間における変動量がフロー、ある時点における蓄積高がストックになります。

※企業会計的手法・・・発生主義 ： 現金の支出を伴わない退職手当引当金や減価償却費などが該当します。

複式簿記 : 現金以外の資産・負債の動きも記録するものです。

※財 務 書 類 4 表 ・・・基準モデルと総務省方式改訂モデルのうち町は後者を採用しています。この改訂モデルは「地方財

政状況調査（決算統計）」を基に昭和44年度以降のデータによって作成され、多くの自治体が採用し

ているため他の自治体との比較・検討が容易であるといった特徴があります。また、財務書類4表は矢

印の箇所がそれぞれ一致する関係になっています。

お問い合わせ先 ・・・ 財務課 財政・管財G ☎(84)1111（内線221）

公共資産（有形固定資産）の目的別割合

　国の公会計改革に基づき作成された平成23年度普通会計財務書類を公表いたします。
　これまでの決算書類とは別に企業会計的手法を取り入れた財務書類４表の特徴は、その年度の歳入歳出といっ
た収支情報（フロー）に加え、町が整備してきた資産や借入金などの負債といった財産情報（ストック）や行政
サービス提供のために発生した費用情報（コスト）を知ることができます。
　今回は普通会計の貸借対照表と行政コスト計算書を中心に概要を説明いたします。
　なお、町全体及び外郭団体を含めた連結財務書類については、順次、ホームページに掲載します。

　貸借対照表は、自治体が住民サービスを提供するために保有している財産

（資産）とその資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的

に対照表示した一覧表です。借方と貸方が一致することからバランスシートと

も呼ばれています。

　借方は、建物や土地などの公共資産が約79％、出資金や基金などの投資

等と現金・預金などの流動資産の合計が約21%となっており、貸方は、地方債

や引当金など将来にわたり負担する固定負債と流動負債の合計が約29％、

現在までの世代が負担してきた純資産が約71％となっています。

　公共資産の内訳は、生活インフラ（道路、公園など）が約52％、次に教育が

約31％となっています。

　負債は、地方債の繰上償還をしたこともあり、前年度に対して約1億4千万円

減少しています。

　その他一般財源等がマイナスになっているのは、退職手当引当金や臨時

財政対策債などの赤字債（建設事業などのために発行した地方債以外のも

の）に対する積立がされてないためで、その分は財源が拘束されることになり、

将来の負担になります。

貸借対照表

行政コスト計算書

性

質

別

目

的

別

純資産変動計算書 資金収支計算書

広報ごか　2013．3 6



1年間の行政活動に伴う現金等の資金の流れを経常的収支、
公共資産整備収支、投資・財務的収支の３つの活動に分けて表
示したものです。財務書類のうち、唯一現金主義により作成され
ます。

貸借対照表の貸方の「純資産の部」に計上されている額が１年

間でどのように増減したかを示した表です。

これまでの世代が負担してきた純資産が、年度中にどれだけ増

減したかを示すもので、純経常行政コストが受益者負担以外の財

源でどの程度賄われているかがわかります。

期末（平成23年度末）資金残高 2億8,937万8千円 ①

※書類内のカッコは町民1人当たりの額ですが、端数計算で金額が合わないところもあります。

（ 平成24年3月31日 現在人口 ： 9,365人 ・・・前年比 92名減少しています。）

資産の部

179億3,173万2千円

191万5千円
※前年度比で4千円の増加

負債の部

51億1,935万2千円

54万7千円
※前年度比で1万円の減少

純資産の部

③ 128億1,238万円

136万8千円
※前年度比で1万4千円の増加

公共資産等の財源

146億3,542万9千円（156万3千円）

その他一般財源

△18億3,662万8千円（△19万6千円）

資産評価差額

1,357万9千円（1千円）

公共資産

140億9,295万8千円

（150万5千円）

投資等

23億9,218万7千円

（25万5千円）

投資及び出資金

6億7,745万6千円（7万2千円）

貸付金

4,469万7千円（5千円）

基金等

13億706万1千円（14万円）

長期延滞債権

3億9,658万4千円（4万2千円）

回収不能見込額
△3,361万1千円（△4千円）

借 方 貸 方

流動資産

14億4,658万7千円

（15万5千円）

歳計現金

2億8,937万8千円（3万1千円）

基金

11億3,339万5千円（12万1千円）

未収金

2,381万4千円（3千円）

固定負債

46億8,887万2千円

（50万1千円）

地方債

37億8,641万8千円（40万4千円）

退職手当引当金
9億245万4千円（9万6千円）

流動負債

4億3,048万円

（4万6千円）

翌年度支払予定地方債

3億9,164万1千円（4万2千円）

賞与引当金

3,883万9千円（4千円）

期首（平成22年度末）資金残高 5億8,043万2千円

当期収支 △2億 9,105万4千円

【収入38億4,918万1千円、支出41億4,023万5千円】

経常的収支 11億3,532万8千円

公共資産整備収支 △1億4,148万5千円

投資・財務的収支 △12億8,489万7千円

期末（平成23年度末）純資産残高 128億1,238万円 ③

期首（平成22年度末）純資産残高 128億579万8千円

当期変動高 658万2千円

純経常行政コスト △33億9,680万3千円

一般財源 29億7,432万8千円

国県補助金・その他 4億2,905万7千円

・人にかかるコスト

8億2,512万8千円 （ 8万8千円）

・物にかかるコスト

9億 3,908万8千円 （ 10万円）

・移転支出的なコスト

16億5,884万9千円 （17万7千円）

・その他のコスト

6,387万3千円 （ 7千円）

・使用料、手数料 1,107万2千円（1千円）

・分担金、負担金、寄附金 7,906万3千円（8千円）

経常収益

（B）経常収益合計 9,013万5千円（9千円）

資産

将来にわたって行政

サービスを提供すること

ができる価値、すなわち
次世代が受けとることの

できるサービスに使用さ

れます。

公共資産

土地、建物など長期

間にわたって行政サー
ビスを提供するために

使用する資産です。

投資及び出資金

第3セクターや企業会

計への出資金等です。

貸付金
納期が到来していな

い貸付金です。

基金等

将来の支出に対する、

財源の蓄えである基金

等（積立金）です。

長期延滞債権

税金などで収入され

ていないもののうち、1年

を超えて回収されてい

ないものです。

現金預金
現金・預金や 財政調

整基金・減債基金です。

未収金

税金などで収入されて

いないもののうち、今年

度新たに発生したもので
す。

負債

将来において支払いや

返済の必要があるもので、

次世代が負担する地方債

などです。

地方債

地方債 （借金）のうち翌

々年度以降に返済が予定

されているものです。

退職手当引当金

年度末に全職員が退職

した場合に必要となる額で

す。

翌年度支払予定地方債

翌年度に返済が予定さ

れている地方債です。

賞与引当金

翌年度支払い予定の賞

与について、支給対象期

間のうち当年度にかかるも

のです。

純資産

現在保有する財産を整

備するために、国や県か

らの支出金や税金がどの
く らい充て られてきたか

を示 します。

その他一般財源

資産の部（借方）の流動

資産に充てた財源です。

資産評価差額

資産の取得価格と売却

可能価格との差額などで

す。

純経常行政コスト（A)－（B）

② 33億9,680万3千円

（36万3千円）

その他

総務

消防

産業振興

環境衛生

福祉

教育

生活ｲﾝﾌﾗ

4.3%

15.6%

6.4%

8.5%

13.5%

28.4%

11.8%

11.5%

総務

消防

産業振興

環境衛生

福祉

教育

生活ｲﾝﾌﾗ

6.5%

0.7%

4.0%

0.5%

4.6%

31.3%

52.4%

（A）経常行政コスト合計 34億8,693万8千円（37万2千円）

平成２３年度 財務書類（普通会計） を公表します

人にかかるコスト

職員給与や議員、各種委員等への報酬など

に要する経費です。

物にかかるコスト

委託料、施設の運営管理費、修繕費、減価

償却費などに要する経費です。

移転支出的なコスト

児童手当などの社会保障給付や補助金、特

別会計に対する繰出金等経費です。

その他のコスト
借入金の利子返済に要する経費などです。

受益者負担

行政サービスの利用者が直接負担する使用

料や手数料、保育料、学校給食費などです。

（ ）（ ）

経常行政コスト

行政コスト計算書は、住民票の交付など
行政サービス提供費用（コスト）と受益者
負担を明らかにするものです。
性質別では、広域行政負担金や特別

会計繰出金などの移転支出的コストが約
48％、目的別では、福祉が約28%となって
います。

①

②

（ ）

※フローとストック ・・・一定期間における変動量がフロー、ある時点における蓄積高がストックになります。

※企業会計的手法・・・発生主義 ： 現金の支出を伴わない退職手当引当金や減価償却費などが該当します。

複式簿記 : 現金以外の資産・負債の動きも記録するものです。

※財 務 書 類 4 表 ・・・基準モデルと総務省方式改訂モデルのうち町は後者を採用しています。この改訂モデルは「地方財

政状況調査（決算統計）」を基に昭和44年度以降のデータによって作成され、多くの自治体が採用し

ているため他の自治体との比較・検討が容易であるといった特徴があります。また、財務書類4表は矢

印の箇所がそれぞれ一致する関係になっています。

お問い合わせ先 ・・・ 財務課 財政・管財G ☎(84)1111（内線221）

公共資産（有形固定資産）の目的別割合

　国の公会計改革に基づき作成された平成23年度普通会計財務書類を公表いたします。
　これまでの決算書類とは別に企業会計的手法を取り入れた財務書類４表の特徴は、その年度の歳入歳出といっ
た収支情報（フロー）に加え、町が整備してきた資産や借入金などの負債といった財産情報（ストック）や行政
サービス提供のために発生した費用情報（コスト）を知ることができます。
　今回は普通会計の貸借対照表と行政コスト計算書を中心に概要を説明いたします。
　なお、町全体及び外郭団体を含めた連結財務書類については、順次、ホームページに掲載します。

　貸借対照表は、自治体が住民サービスを提供するために保有している財産

（資産）とその資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的

に対照表示した一覧表です。借方と貸方が一致することからバランスシートと

も呼ばれています。

　借方は、建物や土地などの公共資産が約79％、出資金や基金などの投資

等と現金・預金などの流動資産の合計が約21%となっており、貸方は、地方債

や引当金など将来にわたり負担する固定負債と流動負債の合計が約29％、

現在までの世代が負担してきた純資産が約71％となっています。

　公共資産の内訳は、生活インフラ（道路、公園など）が約52％、次に教育が

約31％となっています。

　負債は、地方債の繰上償還をしたこともあり、前年度に対して約1億4千万円

減少しています。

　その他一般財源等がマイナスになっているのは、退職手当引当金や臨時

財政対策債などの赤字債（建設事業などのために発行した地方債以外のも

の）に対する積立がされてないためで、その分は財源が拘束されることになり、

将来の負担になります。

貸借対照表

行政コスト計算書

性

質

別

目

的

別

純資産変動計算書 資金収支計算書
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　町の人事行政の運営の公平性・透明性を確保するため、町職員の給与や勤務条件などの状況を公表します。

◆職員給与などの状況

◆　職員数に関する状況

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

１　勤務時間の概要 ２　育児休業などの取得状況
　育児休業とは、3歳に満たない子を養育するため、職務に
従事しないことを可能とする制度です。
　育児休業期間については、給与は支給されません。
　平成23年度に育児休業を取得した職員は、1人でした。

○お問い合わせ
　総務課　秘書・人事G　☎(84)1111　内線227

　職員の勤務時間は、1週間当たり38時間45分と定められてお
り、原則毎週月曜日～金曜日の午前8時30分～午後5時15分
の勤務となります。なお、正午～午後1時の間は休憩時間とな
ります。

◆職員の研修の状況

町職員の給与・職員数等の状況をお知らせします

３　期末・勤勉手当（平成24年4月1日現在）

区分 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月 0.675月

12月期 1.375月 0.675月

計 2.60月 1.35月

※国と同じ

２　部門別職員数 （各年4月1日現在）

区　　　　　分 対前年

部　　　　　門 23年 24年 増減数

一般行政部門 73人 76人 3人

特別行政部門 8人 10人 2人

公営企業等会計部門 16人 15人 -1人

合　　　　　計 97人 101人 4人

職員数

研修区分 コース数 延べ人数

特別研修 16 28人

階層別研修 5 16人

一般研修 6 361人

IT関連講座 7 16人

１　級別職員数の状況（一般行政職） （平成24年4月1日現在）

区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

標準的な
職務内容

主事 副主幹 主席主幹 課長
参事職務内容 主事補 主査 主幹 参事

職員数 15人 10人 31人 14人 6人 8人 5人 89人

構成比 16.9% 11.2% 34.8% 15.7% 6.7% 9.0% 5.6% 100.0%

※その他 企業職3人、技能労務職1人、看護・保健職8人

主任 主幹 課長

１　人件費（平成23年度普通会計決算）

住民基本台帳人口(23年度末) 歳出総額（A) 人件費（B) 人件費率（B/A） （参考）22年度人件費率

9,365人 4,140,235千円 774,544千円 18.7% 19.6%
※人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

５　特別職の給料など （平成24年4月1日現在）

給料月額等 期末手当支給割合 給料・報酬減額

町長 638,000円 6月期

副町長 622,000円 1.40月

教育長 513,000円 12月期

議長 319,000円 1.55月

副議長 284,000円 計

議員 270,000円 2.95月

町長20%、教育長・議長・
副議長・議員10%の給
料・報酬減額を実施して
います。
※左記の給料月額等は
減額後の数値です。

給
料

報
酬

区分

４　退職手当 （平成24年4月1日現在）

区分 自己都合 定年・勧奨

勤続20年 23.5月分 30.55月分

勤続25年 33.5月分 41.34月分

勤続35年 47.5月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

　　の条例に基づくものです。

※　五霞町は、茨城県市町村総合事務組合

　　に加入し、退職手当の支給率は、同組合

３　年次有給休暇の取得状況
（各年平均）

平成22年 平成23年

8.9日 8.5日

２　職員の初任給、平均給料月額 （平成24年4月1日現在，一般行政職）

平均給料 平均給与

大学卒 高校卒 月　　額 月　　額

町 172,200円 140,100円 310,485円 339,840円 40.8歳

国 172,200円 140,100円 304,944円 372,906円 42.8歳

※平均給与月額は、給料のほか、毎月支給される手当（扶養、住居、通勤及び

　 管理職）が含まれます。

※国の平均給料及び平均給与月額は、臨時特例法による減額後のものです。

区分
平均
年齢

初任給
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·•◦ま ち の わ だ い◦•·

元
栗
橋
新
田
地
区
で

「
か
が
り
火
」が
行
わ
れ
ま
し
た

　
１
月
12
日
の
夕
方
、
元
栗
橋
新
田
地

区
で
「
か
が
り
火
」
が
行
わ
れ
、
新
田

地
区
の
約
１
１
０
世
帯
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
か
が
り
火
は
、
元
栗
橋
新
田
地

区
に
あ
る「
新
成
会
」の
主
催
で
行
わ
れ
、

次
世
代
に
伝
統
文
化
を
伝
え
た
い
と
平

成
19
年
に
約
40
年
ぶ
り
に
復
活
し
て
か

ら
、
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
小
２
つ
の
や
ぐ
ら
が
つ

く
ら
れ
、
年
男
、
年
女
が
火
を
入
れ
る

と
、
大
き
な
炎
が
舞
い
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
世
帯
か
ら
、
し
め
縄
や
熊

手
、
破
魔
矢
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
焼
き
、

そ
の
火
で
繭
玉
だ
ん
ご
や
餅
を
焼
い
て

食
べ
、
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
劇
場
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
２
月
３
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
に
お

い
て
、
青
少
年
相
談
員
協
議
会
・
子
ど

も
会
育
成
会
主
催
の
親
と
子
の
ふ
れ
あ

い
劇
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
劇
団
ト
マ
ト
座
に
よ
る

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
が
上
演
さ
れ
、

約
２
０
０
名
の
親
子
が
、
鑑
賞
し
ま
し

た
。

　
こ
の
劇
は
、
夢
見
る
少
女
ド
ロ
シ
ー

と
仲
間
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
望
み
を

叶
え
る
た
め
に
、
オ
ズ
大
王
の
住
む
エ

メ
ラ
ル
ド
の
都

を
目
指
す
夢
と

感
動
の
物
語
で

す
。

　
テ
レ
ビ
や
映

画
な
ど
と
は
違

う
迫
力
に
、
子

ど
も
た
ち
は
、

ど
き
ど
き
わ
く

わ
く
し
な
が
ら

見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
歌
や
ダ
ン
ス

で
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
舞
台
を
観

て
、
親
子
で
楽

し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

　
１
月
17
日
、
八
千
代
町
役
場
に
お
い

て
、
八
千
代
町
、
境
町
、
五
霞
町
の
３

町
に
よ
る
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

【
締
結
理
由
】

　
地
震
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
備
え
、

利
根
川
や
鬼
怒
川
が
流
れ
る
３
町
は
平

ら
な
地
形
に
大
河
川
を
持
つ
な
ど
地
理

的
条
件
が
似
て
い
ま
す
。
河
川
の
増
水

に
よ
る
堤
防
決
壊
等
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
時
に
そ
れ
ぞ
れ
町
が
指
定
す

る
避
難
所
が
使
用
で
き
な
い
場
合
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
近
隣
の
３

町
が
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
被
災
し
た

町
の
避
難
者
を
速
や
か
に
避
難
場
所
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
確
保
す
る
こ

と
か
ら
、
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　
１
月
26
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

大
好
き
　

い
ば
ら
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー

等
活
動
推
進
大
会
県
西
ブ
ロ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
県
西
地
域
10
市
町
か
ら
約
２

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、大
好
き
　

い
ば
ら
き
県

民
会
議
（
会
長
　
橋
本
　

昌
）
が
行
う

県
民
運
動
の
推
進
を
目
的
と
し
て
委
嘱

さ
れ
た
、大
好
き
　

い
ば
ら
き
ネ
ッ
ト
ワ

ー
カ
ー
が
主
体
と
な
り
開
催
さ
れ
、
今

回
は
五
霞
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
、
境
町

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
が
企
画
・
運
営
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
「
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

で
活
躍
す
る
鳥
取
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢

蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
発
表
や
県
西

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大好き　いばらきネットワーカー等活動推
進大会　県西ブロックが開催されました
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ま ち・体 育 協 会 関 係 大 会 結 果

　
平
成
24
年
12
月
26
日｢

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動｣

の
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、

県
内
応
募
作
品
８
，
５
０
５
点
の
中
か

ら
五
霞
中
学
校
３
年
生
の
中
川
瑞
紀
さ

ん
の
作
品
が
【
優
秀
賞
】
茨
城
新
聞
社

社
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た

五
霞
町
体
育
協
会
が
環
境
美
化

活
動
を
実
施
し
ま
し
た

　
２
月
３
日
、
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
照
明

付
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

原
宿
台
運
動
公
園
、
五
霞
東
西
小
学
校

体
育
館
、
ご
か
み
ず
べ
公
園
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
１
階
体
育
館
、
五
霞
中

学
校
武
道
場
に
お
い
て
、
五
霞
町
体
育

協
会
の
主
な
団
体
か
ら
約
１
２
０
名
が

参
加
し
、
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
天
気
も
良
く
お
だ
や
か
な

日
で
し
た
、
参
加
し
た
方
々
は
、
日
頃

利
用
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
た
め
熱
心

に
活
動
が
で
き
、
作
業
は
順
調
で
し
た
。

　
プ
レ
ー
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
箇

所
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
プ
レ
ー
を
す
る
の
が
楽

し
み
に
な
り
ま
し
た
。

第
19
回

　
体
育
協
会
会
長
杯
争
奪

　
テ
ニ
ス
大
会

○
期
日
　
12
月
２
日

○
場
所
　
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加
　
６
チ
ー
ム
　
37
名

○
結
果

　
優
　
勝
　
花
み
ず
き
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
リ
ー
ブ
ス
Ａ
チ
ー
ム

　
第
３
位
　
五
霞
Ａ
チ
ー
ム

第
22
回
Ｂ
＆
Ｇ
子
ど
も
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日
　
１
月
13
日

○
場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
五
霞
中
学
校
体
育
館

○
参
加
　
20
チ
ー
ム
（
２
部
門
）

○
結
果

◆
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
原
宿
台
Ｃ

　
準
優
勝
　
原
宿
台
Ａ

　
第
３
位
　
Ｍ
Ｋ
Ｈ
（
元
栗
橋
本
田
）

◆
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
幸
主
Ｂ

　
準
優
勝
　
大
福
田
女
子

　
第
３
位
　
土
与
部
子
供
会

寄
附
が
あ
り
ま
し
た

　
12
月
28
日
、小
沢
道
路
株
式
会
社（
代

表
取
締
役
　
小
澤
勲
氏
）
か
ら
、
町
行

政
の
発
展
の
た
め
に
使
用
し
て
ほ
し
い

と
、
10
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ご
厚
志
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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我
が
国
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
人
口
は
年
々
増

加
し
、
平
成
23
年

末
に
は
９
，
６
１

０
万
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
に
伴
い
、
そ
の

匿
名
性
、
情
報
発

信
の
容
易
さ
か
ら
、
個
人
の
名
誉

を
侵
害
し
た
り
、
差
別
を
助
長
す

る
表
現
等
、
人
権
に
関
わ
る
様
々

な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
生
等
の
青
少

年
の
利
用
が
年
々
増
加
し
て
い
る

一
方
、
学
校
裏
サ
イ
ト
等
に
お
け

る
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
等
、
子

ど
も
が
加
害
者
や
被
害
者
に
な
り
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
政

府
は
「
青
少
年
が
安
心
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
を
平

成
21
年
４
月
か
ら
施
行
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
事
業
者
に
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
提
供
を
義
務
化
す

る
な
ど
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
利

用
し
、
人
権
を
尊
重
し
た
行
動
を

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
総
務
課
　
人
権
推
進
室
）

　

思いやりの心で明るい社会を

インターネットによる
人権侵害

カ
ル
タ
と
り
で
遊
ぼ
う

手
作
り
工
作（
デ
コ
ミ
ラ
ー
）

　
月
の
行
事
予
定

３●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

４
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

７
日
(木)

・
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

11
日
(月)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

14
日
(木)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

21
日
(木)

　
１
月
21
日
、
南
児
童
館
に
お
い
て

「
カ
ル
タ
と
り
で
遊
ぼ
う
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
ケ
ー
キ
」
や
「
カ
レ
ー
」
な
ど
、

お
い
し
そ
う
な
食
べ
物
の
絵
の
ジ
ャ

ン
ボ
カ
ル
タ
な
の
で
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
も
わ
か
り
ま
す
。
カ
ル
タ
を
読

み
あ
げ
る
と
、
遠
く
の
カ
ル
タ
に
手

を
の
ば
し
て
取
っ
て
い
る
子
、
近
く

の
カ
ル
タ
を
す
ば
や
く
取
る
子
、
タ

ッ
チ
の
差
で
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
悔

し
が
る
子
も
い
ま
し
た
。

　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
、
み
ん
な

で
カ
ル
タ
取
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
、
西
児
童
館
に
お
い
て

「
デ
コ
ミ
ラ
ー
」
を
作
り
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
の
シ
ー
ル
や
星
の
ビ
ー
ズ

な
ど
を
、
み
ん
な
思
い
思
い
に
コ
ン

パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。

出
来
あ
が
っ
た
自
分
だ
け
の
素
敵
な

デ
コ
ミ
ラ
ー
を
見
て
「
き
れ
い
だ

ね
。」と
う
れ
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
ち
び
っ
こ
広
場 

１
日
(金)

・
宝
さ
が
し 

４
日
(月)

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

11
日
(月)

・
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ 

14
日
(木)

・
避
難
訓
練 

18
日
(月)

・
お
楽
し
み
会 

22
日
(金)

・
記
憶
ゲ
ー
ム 

27
日
(水)

・
お
楽
し
み
会 

22
日
(金)

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ 

25
日
(月)

　
西
児
童
館
で
は
、
４
月
か
ら
始
ま

る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
の
申
し
込
み

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
の
広
場
で
は
、
次
の
活
動
を
通

し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
親
同
士
の

育
児
情
報
の
交
換
を
深
め
、
望
ま
し

い
幼
児
の
発
育
を
促
す
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
年
齢

　 

２
歳
児
〜
３
歳
児
（
１
歳
８
カ
月

児
以
上
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。）

○
開
催
日
時

　
第
１
・
３
金
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
期
間
　
１
年
間
（
18
回
予
定
）

○�

内
容
　
リ
ズ
ム
遊
び
・
手
遊
び
・

紙
芝
居
・
親
子
制
作
・
季
節
の
行

事
・
お
誕
生
会
な
ど

○
参
加
費
　
無
料

○
お
申
し
込
み
方
法

　
３
月
１
日
(金)
〜
15
日
(金)
に
直
接
、

西
児
童
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
西
児
童
館
　

（84）
２
３
２
１

　
南
児
童
館
で
は
、
４
月
か
ら
始
ま

る
「
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
」
の
申
し
込

み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
が
楽
し
く
ゆ

っ
た
り
と
遊
べ
る
場
で
す
。

　
ま
た
、
お
母
さ
ん
同
士
の
子
育
て

の
話
も
で
き
、
お
友
達
を
つ
く
る
場

と
し
て
も
好
評
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
対
象
年
齢
・
開
催
日
時

◆
０
歳
児
か
ら
１
歳
６
カ
月
児

　
第
１
・
３
木
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

◆
１
歳
児
か
ら
３
歳
児

　
第
２
・
４
木
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
期
間
　
１
年
間
（
39
回
予
定
）

○�

内
容
　
親
子
で
の
手
遊
び
・
遊
具

遊
び
・
リ
ズ
ム
遊
び
・
お
誕
生
会

・
し
ゃ
べ
り
場
な
ど

○
参
加
費
　
無
料

○
お
申
し
込
み
方
法

　
３
月
１
日
(金)
〜
15
日
(金)
に
直
接
、

南
児
童
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
南
児
童
館
　

（84）
３
４
５
６

南
児
童
館

「
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
」

参
加
お
申
し
込
み

西
児
童
館

「
ち
び
っ
こ
広
場
」

参
加
お
申
し
込
み
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○ 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方
。

○ 

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方
で
、
平
成
24
年
中
の
各
種

所
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
方
。

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
当
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
、
次
に
該

当
す
る
方
。

○ 

所
得
税
の
申
告
は
不
要
と
さ
れ
る

が
、
事
業
所
得
（
農
業
所
得
を
含

む
）
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
方
。

○ 

平
成
24
年
中
の
所
得
が
無
く
、
税

法
上
に
お
い
て
、
ど
な
た
の
扶
養

に
も
と
ら
れ
て
い
な
い
方
。（
所
得

が
無
い
旨
の
申
告
を
い
た
だ
き
ま

す
。）

無
申
告
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題

○ 

申
告
義
務
者
が
申
告
を
せ
ず
、
後

に
所
得
等
が
判
明
す
る
と
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
、
加
算
税
が

か
か
る
場
合
が
あ
る
。

○ 

前
年
所
得
を
算
定
の
基
礎
と
す
る

税
（
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
等
）
の
正
確
な
課
税
が
で
き
な

い
。

○ 

所
得
証
明
書
等
の
交
付
が
で
き
な

い
た
め
、
様
々
な
手
続
き
に
支
障

を
き
た
す
。

○ 

所
得
判
定
を
要
す
る
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
。

　
所
得
の
申
告
は
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
無
申
告
で
あ
る
場
合
の
不
利

　役場の代表電話は（84）1111です　

お
知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№451）
所
得
の
確
定
申
告
は

３
月
15
日
ま
で
で
す

 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
成
24
年
中
の
所
得
に
お
け
る
確

定
申
告
の
期
日
は
３
月
15
日
(金)
ま
で

で
す
。
申
告
を
必
要
と
す
る
方
で
、

未
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず
期

日
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

○ 

平
成
24
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額

が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
。

○ 

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
（
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
後

の
金
額
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方
。

益
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

（
世
帯
員
）
へ
も
及
ぶ
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
申
告
義
務
の
あ
る
方
は
、

必
ず
所
得
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
自
分
で
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
の
他
の
土
地
や
家

屋
に
つ
い
て
も
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
(月)
〜
４
月
30
日
(火)

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

○
縦
覧
場
所

　
町
民
税
務
課
（
④
窓
口
）

○
縦
覧
で
き
る
も
の

◆
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
所
在
・
価
格
・
地
目
・
地
積

◆
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　 

所
在
・
価
格
・
家
屋
番
号
・
種
類

・
構
造
・
床
面
積

○
縦
覧
で
き
る
方

◆
土
地
の
縦
覧
が
で
き
る
方

　
五
霞
町
の
課
税
対
象
の
土
地
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

◆
家
屋
の
縦
覧
が
で
き
る
方

　
五
霞
町
の
課
税
対
象
の
家
屋
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

※ 

非
課
税
及
び
免
税
点
未
満
の
方
は
、

土
地
・
家
屋
価
格
等
の

縦
覧
に
つ
い
て

縦
覧
で
き
ま
せ
ん

○
手
数
料
　
無
料

○
縦
覧
に
必
要
な
も
の

◆
納
税
義
務
者
本
人

　
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
ま
た

は
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
が
確
認
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
義
務
者
の
代
理
人

　
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人

本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
年
金
制
度
は
、「
年
を
と
っ
た
と

き
」
、「
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
」
、「
死
亡
し
た
と
き
」

な
ど
に
、
国
が
年
金
を
支
給
し
、
本

人
ま
た
は
家
族
の
生
活
を
守
る
と
い

う
社
会
保
障
で
す
。

　
み
ん
な
が
お
互
い
協
力
し
て
助
け

合
い
、
将
来
を
支
え
あ
う
制
度
で
す

か
ら
、
保
険
料
納
付
は
私
た
ち
の
大

切
な
義
務
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
下
館
年
金
事
務
所

　

０
２
９
６
（25）
０
８
１
１

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を
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国
保
税
の
滞
納
者
に
対
す
る

被
保
険
者
証
等
に
つ
い
て

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

 

（
町
民
税
務
課
）

　
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
被
保
険

者
に
対
し
、
通
常
の
被
保
険
者
証
に

代
え
て
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
の
交
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
短
期
被
保
険
者
証
へ
の
切
り
替
え

は
、
３
月
の
時
点
で
保
険
税
を
滞
納

す
る
世
帯
へ
「
短
期
被
保
険
者
証
へ

の
切
替
予
告
通
知
」
を
発
送
し
、
指

定
期
日
ま
で
に
納
付
、
相
談
等
が
無

い
場
合
、
４
月
１
日
に
行
い
ま
す
。

※
短
期
被
保
険
者
証
と
は

　
通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
有
効
期

間
が
短
く
、
町
と
の
誓
約
等
に
基
づ

い
た
定
期
的
な
更
新
（
納
税
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
資
格
証
明
書
と
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

事
の
み
を
証
明
す
る
も
の
で
、
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
医
療
機
関
で
受
診
を
し
た
際
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
10
割
を
負
担
い
た

だ
き
、
後
日
、
領
収
証
を
役
場
窓
口

に
持
参
し
、
療
養
費
支
給
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
７
割
分
の
償
還
払
い

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
町
か
ら
の
お
願
い

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
全
員

の
相
互
扶
助
で
成
り
立
っ
て
い
る
医

療
保
険
制
度
で
す
。
そ
の
財
源
と
な

る
国
保
税
の
収
納
確
保
は
、
制
度
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
ま
た
加
入

者
間
の
公
平
を
図
る
う
え
で
重
要
な

こ
と
で
す
。
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
茨
城
県
で
は
、
県
民
共
有
の
財
産

で
あ
る
森
林
や
湖
沼
、
河
川
を
良
好

な
状
態
で
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

平
成
24
年
度
ま
で
を
課
税
期
間
と
す

る
「
森
林
湖
沼
税
」
を
導
入
し
、
保

全
・
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
未
だ
に
荒
廃
し
た
森
林

が
多
く
残
っ
て
い
る
ほ
か
、
湖
沼
等

の
水
質
が
十
分
に
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
課
税
期
間
を
平
成
29
年

度
ま
で
５
年
間
延
長
し
、
取
り
組
み

を
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
森
林
湖
沼
税
の
納
税
者

　
県
内
に
住
所
、
事
務
所
等
が
あ
る

個
人
（
非
課
税
者
を
除
く
）
及
び
法

人○
納
め
る
額

　
個
人
　
１
，
０
０
０
円
／
年

　
法
人
　
県
民
税
均
等
割
額
の

　
　
　
　
10
％
／
年

森
林
湖
沼
税
の
課
税
期
間
が

延
長
さ
れ
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
総
務
部
税
務
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
２
４
１
８

 

（
町
民
税
務
課
）

　
茨
城
県
で
は
、
次
に
挙
げ
る
自
動

車
に
つ
い
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

① 

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
ご
自
身
が

使
用
（
所
有
）
す
る
自
動
車

② 

障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
生
計
を

一
に
す
る
方
が
使
用
（
所
有
）
す

る
自
動
車

③ 

障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
常
時
介

護
さ
れ
る
方
が
使
用
す
る
自
動
車

　 

減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は
障

害
者
の
方
１
人
に
つ
き
１
台
（
軽

自
動
車
を
含
む
）
で
す
。

　
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　
収
税
第
二
課

　

０
２
９
６
（24）
９
１
９
０

 

（
町
民
税
務
課
）

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
車
検
証
登
録
上
の
所
有
者
（
使

用
者
）
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は

確
実
に

　
現
在
使
用
し
て
い
な
い
車
や
、
他

人
に
譲
渡
し
た
車
は
、
速
や
か
に
抹

消
、
名
義
変
更
等
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
個
人
間
で
譲

渡
す
る
場
合
は
、
譲
渡
し
た
相
手
に

印
鑑
証
明
書
等
を
渡
し
て
も
名
義
変

更
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

名
義
変
更
の
確
認
も
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
所
や
車
の
定
置
場
が
変

わ
っ
た
場
合
も
、
速
や
か
に
変
更
登

録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、

既
に
使
用
し
て
い
な
い
車
の
納
税
通

知
書
が
届
い
た
り
、
使
用
し
て
い
る

車
の
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
３
月
下
旬
は
運
輸
支
局
の

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

（
自
動
車
税
に
関
す
る
事
）

　
茨
城
県
境
県
税
事
務
所

　

（87）
１
１
２
０

（ 

自
動
車
の
登
録
、
抹
消
等
に
関
す

る
事
）

　
茨
城
運
輸
支
局

　
土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
８
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（
産
業
課
）

　
五
霞
町
の
平
成
25
年
産
米
の
生
産

数
量
目
標
２
，
８
８
５
ト
ン
が
茨
城

県
よ
り
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
農
家
の
み
な
さ

ん
へ
の
配
分
予
定
面
積
は
水
稲
作
付

率
59
％
、
転
作
配
分
率
は
41
％
の
面

積
に
換
算
し
て
配
分
し
ま
す
。

　
農
家
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
産
業
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 

（
教
育
委
員
会
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
の
教

育
や
い
じ
め
・
不
登
校
等
に
つ
い
て
、

電
話
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（59）
７
８
３
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
自
殺
は
「
孤
立
の
病
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
県
で

は
市
町
村
及
び
各
種
団
体
等
と
連
携

を
図
り
、
「
つ
な
が
る
〝
わ
〞
・
さ

さ
え
る
〝
わ
〞
茨
城
い
の
ち
の
絆
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
周
囲
と
の
絆
を
回
復
す
る
こ
と

が
自
殺
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
心

に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
県
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
３
３
６
８

◆
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
３
月
１
日
〜
３
月
７
日
は
、
「
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す
。
母
子

健
康
手
帳
を
見
て
、
接
種
も
れ
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
第
２
期
（
平
成
18
年
４
月
２
日
〜

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）・
第
４

　役場の代表電話は（84）1111です　

３
月
は
自
殺
防
止
月
間
で
す

期
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、
ま
だ
接

種
し
て
い
な
い
方
は
、
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

②
日
本
脳
炎
【
第
１
期
】

　
小
学
校
２
・
３
・
４
年
生
で
第
１

期
が
未
接
種
の
方
、
ま
た
３
歳
に
な

ら
れ
た
方
は
、
早
め
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
。

③
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　
今
年
度
の
助
成
対
象
者
は
、
中
学

校
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
で
す
。

（
高
校
２
年
生
は
、
平
成
23
年
度
に

１
回
目
ま
た
は
２
回
目
を
接
種
し
て

い
る
場
合
の
み
対
象
で
す
。
）

④
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

⑤
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　
④
と
⑤
の
今
年
度
の
助
成
対
象
者

は
、
生
後
２
ヵ
月
か
ら
５
歳
に
な
る

前
々
日
ま
で
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
町
で
は
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
生

ま
れ
育
つ
町
」
を
目
指
し
て
、
年
４

回
乳
幼
児
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
育
児
や
予
防
接
種
等
に
つ
い

て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
３
月
12
日
(火)

　
受
付
　
午
前
９
時
40
分
〜
10
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容
　
身
体
計
測

　
　
　
　
子
育
て
相
談
等

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ

ま
で
県
（
保
健
所
）
で
行
っ
て
い
た

①
低
体
重
児
の
届
出
受
理
、
②
未
熟

児
の
訪
問
指
導
、
③
未
熟
児
養
育
医

療
の
給
付
等
を
市
町
村
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
町
が
行
う
こ
と
で
、
新

生
児
の
出
生
状
況
を
一
元
的
に
把
握

し
、
速
や
か
な
訪
問
・
指
導
が
で
き

る
と
と
も
に
、
妊
娠
か
ら
出
産
後
ま

で
一
貫
し
た
健
康
管
理
指
導
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
保
健
セ
ン
タ
ー

（84）
１
９
１
０

◆
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　

（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
、
無
理
な
く
楽
し
く
体
力
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
老
い
は

足
か
ら
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　
町
内
在
住
の
65
才
以
上
の
方

○
内
容

　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

と
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー

カ
ー
に
よ
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
・
ダ
ン

ス
等

○
参
加
費
　
無
料

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（84）
０
７
６
５

「
電
話
相
談
」の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

に
つ
い
て

母
子
保
健
業
務
の

取
扱
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て

「
元
気
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
」

が
始
ま
り
ま
す

平
成
25
年
度

米
の
生
産
数
量
目
標

２
，８
８
５
ト
ン

乳
幼
児
健
康
相
談
に
つ
い
て

４月の開催日
開 催 時 間 お よ び 場 所

午前9時45分～11時30分 午後1時30分～3時15分

4日・18日 川妻生活改善センター 小手指生活改善センター

8日・22日 元 栗 橋 会 館 土 与 部 集 落 セ ン タ ー

9日・23日 堀之内生活改善センター 新 幸 谷 大 字 事 務 所

12日・26日 小福田生活改善センター 大福田生活改善センター

相
　
談
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○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

◆
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（84）
０
７
６
４

◆
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
３
３

 

（
総
務
課
）

【
生
花
教
室
】

○
日
時
　
月
２
回

　
第
１
・
３
水
曜
日

　
午
後
７
時
〜
８
時

○
費
用
　
教
材
費
に
つ
い
て
は
実
費

　
（
１
回
８
０
０
円
程
度
）

○
募
集
人
数
　
８
名

※
は
さ
み
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
親
子
ヨ
ガ
教
室
】

○
日
時
　
月
２
回

　
第
１
・
３
火
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
費
用
　
無
料

○
募
集
人
数
　
20
名

※
親
子
で
も
お
一
人
で
も
可
能
で
す
。

○
共
通
事
項

◆
受
付
期
限
　
３
月
22
日
(金)
ま
で

◆
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

◆
開
講
期
日
　
４
月
か
ら
予
定

※ 

な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

開
講
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

大
規
模
改
修
工
事
に
伴
い
、
休
講
ま

た
は
会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

 

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
３
月
13
日
(水)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
産
業
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

消
費
生
活
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
座
生
募
集

第
16
回 

五
霞
工
業
ク
ラ
ブ

　
軟
式
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

募
　
集

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

 

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
軟

式
野
球
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
チ
ー
ム
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
　
４
月
７
日
(日)
・
14
日
(日)

※
予
備
日
　
４
月
21
日
(日)

○
場
所

◆
五
霞
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
キ
ユ
ー
ピ
ー
(株)
野
球
場

○
参
加
資
格

◆
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
会
員

◆   

本
町
在
住
ま
た
は
在
勤
者
に
よ
る

合
同
社
会
人
チ
ー
ム

○
参
加
費

　
１
チ
ー
ム
　
　
５
，
０
０
０
円

○
募
集
チ
ー
ム
数
　
　
16
チ
ー
ム

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
事
務
局
に

て
選
考
を
行
い
ま
す
。

○
お
申
込
み
方
法
　
五
霞
工
業
ク
ラ

ブ
事
務
局
ま
た
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
３
月
22
日
(金)
ま
で
に

事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他
　
参
加
が
決
定
さ
れ
た
チ

ー
ム
は
、
３
月
29
日
(金)
の
午
後
７
時

か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
て
責
任
者
会
議

を
行
い
ま
す
の
で
、
出
席
し
て
く
だ

自
衛
官
募
集

○
種
目
　
自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生

○�

受
験
資
格
　
22
歳
〜
26
歳
未
満
の

者
、
但
し
大
卒
者
（
見
込
含
）
は

20
歳
〜
22
歳
未
満
も
可
。

　
大
学
院
卒
者
は
28
歳
未
満

○
受
付
期
間

　
２
月
１
日
(金)
〜
４
月
26
日
(金)

○
採
用
試
験

◆
１
次
（
筆
記
試
験
）

　
５
月
11
日
(土)

◆
２
次
（
口
述
・
身
体
検
査
等
）

　
６
月
中
旬

○
合
格
発
表

◆
１
次
発
表
　
　
５
月
31
日
(金)

◆
最
終
発
表

　
陸
上
・
海
上
　
８
月
２
日
(金)

　
航
空
　
　
　
　
９
月
６
日
(金)

○
種
目
　
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
公
募
、
技
能
公
募
）

○
受
験
資
格

◆
一
般
　
18
歳
〜
34
歳
未
満
の
者

◆
技
能
　 

国
家
資
格
を
有
す
る
18
歳

以
上
の
者

○
受
付
期
間

　
１
月
９
日
(水)
〜
４
月
３
日
(水)

○
採
用
試
験
　
４
月
中
旬

○
合
格
発
表
　
５
月
17
日
(金)

○
お
問
い
合
わ
せ
（
申
込
）
先

◆
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　
筑
西
地
域
事
務
所

　
〒
３
０
８
―
０
０
４
１

　
茨
城
県
筑
西
市
乙
１
０
４
０

　
Ａ
Ｏ
Ｉ
ビ
ル
２
階

　

０
２
９
６
（22）
７
２
３
９

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.go
.jp
/

pco/ibaraki/

　
県
民
の
み
な
さ
ん
の
作
品
展
示
・

発
表
の
場
と
し
て
、
「
県
西
　
県
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
場
所
　
茨
城
県
筑
西
合
同
庁
舎
１

階
ホ
ー
ル
（
筑
西
市
二
木
成
６
１
５
）

○
利
用
者
　
県
西
地
域
に
お
住
ま
い

ま
た
は
お
勤
め
の
方
で
構
成
さ
れ
、

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
が
展
示
を
認
め

た
２
名
以
上
の
団
体
な
ど
（
政
治
思

想
や
個
人
的
主
義
・
主
張
を
目
的
と

し
た
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。）

○
展
示
用
具
　
展
示
用
穴
あ
き
パ
ネ

ル
10
枚
、
フ
ッ
ク
30
本
、
長
机

○
期
間
　
１
週
間
単
位
で
最
大
４
週

間
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

○
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

　
県
民
福
祉
課

　

０
２
９
６
（24）
９
０
７
４

「
県
西
　

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

展
示
作
品
募
集
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○
受
講
料

　
各
セ
ミ
ナ
ー
２
，
９
０
０
円

※ 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　 

茨
城
県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学

院
　
在
職
訓
練
担
当

　

（76）
０
０
４
９

　
古
河
市
諸
川
１
８
４
４

　
水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
、
お
電

話
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
秘
密
は

守
り
ま
す
。

○
相
談
時
間

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

○
連
絡
先

　 

財
務
省
関
東
財
務
局
　
水
戸
財
務

事
務
所
　
多
重
債
務
相
談
窓
口

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
２
９
（
２
２
１
）
３
１
９
０

○�

応
募
資
格
　
年
齢
63
歳
未
満
の
健

康
な
方
で
、
応
急
手
当
普
及
員
の

資
格
を
有
し
、
週
２
日
以
上
活
動

で
き
る
方
。
資
格
の
な
い
方
は
、

消
防
本
部
主
催
の
４
日
間
の
救
命

講
習
を
受
講
し
普
及
員
の
資
格
を

取
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対象
税等

町　税　等
学校給食費 介護保険料 保育料 上下水道料金 下水道

受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
教育委員会
（役場）

健康福祉課
（役場）

健康福祉課
（役場）

上下水道課
（川妻浄水場）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ

税　　務Ｇ
学校教育Ｇ 高齢者支援Ｇ 社会福祉Ｇ 水　道Ｇ

下水道Ｇ 下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）0006 （84）3000 （84）3000

 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税
相

談
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
　
３
月
29
日
(金)

　
午
後
５
時
15
分
〜
７
時

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

町
税
等
夜
間
収
納
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

※ 

教
育
委
員
会
（
学
校
教
育
Ｇ
）
の

通
常
連
絡
先
　

（84）
１
４
６
２

平
成
25
年
度

古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受講
番号 セミナー 定員 内容 実施日時 申込期限 申込方法

選考方法

1 第二種電気工事士
受験対策（筆記） 20

第二種電気工事士
免許取得のための
筆記試験対応

5月14日（火）、16日（木）、18日（土）
午後6時～9時（火、木）
午前9時～午後5時（土）

4月19日 往復ハガキ抽選

2 第二種電気工事士
受験対策（技能）Ａ 20 第二種電気工事士

免許取得のための
技能試験対応
※ 持参品:試験で
使う工具

6月15日（土）、16日（日）
午前9時～午後5時 5月20日 往復ハガキ抽選

※ AかBのどち
らかのみ申込
願います

3 第二種電気工事士
受験対策（技能）Ｂ 15 6月29日（土）、30日（日）

午前9時～午後5時 6月3日

○�

場
所
　
茨
城
県
立
古
河
産
業
技
術

専
門
学
院

１
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

○
活
動
内
容

　 

応
急
手
当
講
習
会
に
お
け
る
実
技

指
導

○
活
動
場
所

　 

古
河
市
、
五
霞
町
、
下
妻
市
、
八

千
代
町
、
坂
東
市
、
境
町
、
常
総

市
（
旧
石
下
町
区
域
）

○�

報
酬
　
な
し
（
但
し
、
交
通
費
と

し
て
１
日
１
，
０
０
０
円
支
給
）

○
募
集
人
員
　
10
名

○�

応
募
方
法
　
消
防
本
部
警
防
課
へ

電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先

　
茨
城
西
南
広
域
消
防
本
部

　
警
防
課
（
担
当
　
針
谷
）

　

（47）
０
１
２
６

　
茨
城
県
内
ニ
ュ
ー
ス
や
地
域
の
話

題
な
ど
、
茨
城
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
く

〝
旬
〞
の
情
報
満
載
！

　
「
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」
は
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
！

w
w
w
.ibakira.tv

○ 

「
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」
は
毎
日
午
前

７
時
〜
午
後
７
時
ま
で
自
動
配
信

し
て
い
ま
す
。

○
そ
の
う
ち
、
ラ
イ
ブ
番
組
は

◆
月
〜
金
（
１
日
３
回
）
午
前
８
時

15
分
〜
８
時
30
分
、
午
後
０
時
20
分

〜
１
時
、
午
後
３
時
55
分
〜
５
時

応
急
手
当

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
募
集

茨
城
発
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ

レ
ビ
「
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」

配
信
中
！

◆
土
日
祝
（
１
日
１
回
）
　
午
前
11

時
〜
午
後
１
時
で
す
。

○ 

自
動
配
信
と
は
別
に
24
時
間
い
つ

で
も
見
ら
れ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
番

組
も
あ
り
ま
す
。

◆
「
し
い
な
く
ん
の
コ
コ
な
ん
か
？
」

　
ス
タ
ッ
フ
「
し
い
な
く
ん
」
が
県

内
の
施
設
を
突
撃
訪
問
。
通
常
で
は

入
れ
な
い
施
設
な
ど
を
ご
紹
介
。

（
毎
週
月
曜
更
新
）

◆ 

「
Ｊ
ｉ
ｍ
ｍ
ｙ
ｓ
　
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

（
ジ
ミ
ー
ズ
・
ス
ポ
ル
ト
）」

　
競
技
人
口
の
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
・
芸
能
の
部
活
で
活
躍
す
る
高

校
生
を
ご
紹
介
。（
毎
週
火
曜
更
新
）

◆
「
ミ
ミ
ヲ
ス
マ
セ
バ
」

　
茨
城
の
音
や
風
景
を
、
映
像
や
原

音
の
み
で
紹
介
す
る
癒
し
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
。（
毎
週
水
曜
更
新
）

◆「
い
ま
Ｍ
ｅ
ｎ`

ｓ
い
た
だ
き
ま
す
」

　
豊
富
な
茨
城
の
食
材
、
料
理
の
数

々
。
そ
れ
を
生
み
出
す
「
い
ば
メ
ン
」

た
ち
を
ご
紹
介
。（
毎
週
木
曜
更
新
）
。

◆
「
ぼ
く
ら
の
学
校
」

　
小
学
生
自
ら
が
キ
ャ
ス
タ
ー
を
つ

と
め
、
学
校
生
活
や
魅
力
を
ご
紹
介
。

（
毎
週
金
曜
更
新
）

○ 

ご
自
慢
の
ペ
ッ
ト
、
お
子
さ
ん
な

ど
を
撮
影
し
た
映
像
や
遠
く
に
住

む
ご
親
戚
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
投
稿
動
画
を

募
集
し
て
い
る
ほ
か
、
い
ば
キ
ラ

Ｔ
Ｖ
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
も
最
新
情
報
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。



健康応援隊！The

五霞中学校

学校コーナー学校コーナー

１年の総決算１年の総決算

腹
囲
男
性

Ｂ
Ｍ
Ｉ
男
性

腹
囲
女
性

Ｂ
Ｍ
Ｉ
女
性

50 五霞町
（％）

40

30

20

10

0

基準値を超える割合

茨城県

新年度に新年度に
向けて…向けて…
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。
あて先
●町長（直通）　
84―1550
●総務課広報担当
84―1111（内線227）

人

人
人
世帯

（　 人）

（　 人）
（　 人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数３月の納税 納期限：４月１日（月）です

後期高齢者医療保険料

保 育 料

随 時

３月分

町民税務課 税務G 84―1966 

健康福祉課 社会福祉G 84―0006 

２

9,397

4,709
4,688

3,192

112

39
73

68

	 前月比 －15人	 （±0人）

　
平
成
24
年
度
の
最
後
の
月
に
な
り
ま

し
た
。
季
節
も
春
に
向
か
い
気
持
ち
も

明
る
く
な
り
ま
す
。
中
学
校
で
は
３
月

８
日
(金)
に
、
卒
業
式
を
挙
行
す
る
予
定

で
す
。
４
月
か
ら
新
し
い
生
活
へ
と
飛

び
立
っ
て
い
く
卒
業
生
、
85
名
に
幸
多

か
れ
と
祈
り
ま
す
。

　
こ
の
３
学
期
に
中
学
校
で
は
、
地
域

の
方
の
ご
協
力
で
有
意
義
な
教
育
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
端
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

○W
ork

・W
ork

学
習

（
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク
学
習
）

　
役
場
産
業

課
の
協
力
を

得
て
行
わ
れ

る
の
が
こ
の

ワ
ー
ク
ワ
ー

ク
学
習
で
す
。

五
霞
町
の
21

の
事
業
所
の

方
に
学
校
に

来
て
い
た
だ

き
、
そ
の
仕
事
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

す
。
生
徒
の
２
年
渡
邉
明
優
子
さ
ん
は
、

「
さ
ま
ざ
ま
職
業
の
方
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
そ

　
平
成
20
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
改
善
・
脱
出
を
目

指
し
て
始
ま
っ
た
特
定
保
健
指
導

「
無
い
ゾ
ー
脂
肪
教
室
」
も
３
月
で

５
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
５
年
前
の
自
分
の
体
調

と
比
較
し
て
、
減
量
に
取
り
組
み
メ

タ
ボ
を
改
善
し
た
、
以
前
と
変
わ
ら

な
い
、
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た
等
、

体
の
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
？

　
平
成
23
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果

を
も
と
に
、
五
霞
町
の
健
康
状
態
を

茨
城
県
と
比
較
し
て
み
る
と
…

○�

男
性
は
腹
囲
の
基
準
値
を
超
え
る

人
の
割
合
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
肥

満
の
割
合
が
、
県
内
で
最
も
低
い
。

○�

女
性
は
腹
囲
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
も
に
県

平
均
と
同
じ
く
ら
い
の
割
合

　
男
女
と
も
に
、
腹
囲
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の

基
準
値
を
超
え
る
人
の
割
合
は
年
々

減
少
し
て
お
り
、
メ
タ
ボ
脱
出
・
改

善
に
向
け
た
日
頃
の
頑
張
り
が
数
値

と
し
て
表
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

春
で
す
♪

心
機
一
転
♪
メ
タ
ボ
脱
出
に
取
り
組
も
う
！

　
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
「
無
い
ゾ

ー
脂
肪
教
室
」
を
利
用
し
た
方
は
、

特
定
保
健
指
導
を
受
け
な
か
っ
た
方

よ
り
も
、
翌
年
度
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し
な
い
割
合
が

高
く
な
り
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
改
善
に

成
功
し
た
参
加
者
の
話
で
は
、
左
記

に
記
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

・�

体
重
の
増
減
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た

・�
食
事
を
食
べ
す
ぎ
て
い
た
こ
と
に

気
が
つ
い
た

・
食
事
の
内
容
を
変
え
た

・
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
た

　
メ
タ
ボ
改
善
・
脱
出
の
一
つ
に
禁

煙
が
あ
り
ま
す
。
町
の
喫
煙
者
の
状

況
を
み
る
と
、
男
性
は
40
％
位
が
喫

煙
し
、
男
女
と
も
に
県
平
均
よ
り
も

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
で
血
圧
、
血

糖
値
、
中
性
脂
肪
な
ど
の
値
を
上
昇

さ
せ
る
他
、
が
ん
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
を
害
す
る
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
３
月
に
な
り
、
少
し
ず
つ
春
め
い

て
き
ま
し
た
。
心
機
一
転
、
メ
タ
ボ

改
善
に
向
け
て
、
体
を
動
か
し
た
り
、

禁
煙
を
始
め
る
等
、
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

＊
腹
囲
基
準
値
　
男
性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上

＊
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体
格
指
数
）基
準
値
　
25
以
上

（
健
康
福
祉
課
　
保
健
師
）

れ
ぞ
れ
の
仕

事
に
誇
り
を

持
っ
て
社
会

の
役
に
立
つ

よ
う
に
頑
張

っ
て
い
て
す

ご
い
。
『
ど

ん
な
に
仕
事

が
で
き
て
も

あ
い
さ
つ
と

掃
除
の
で
き
な
い
人
間
は
人
の
上
に
は

立
て
な
い
。
』
と
い
う
言
葉
が
特
に
印

象
に
残
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

○
郷
土
料
理
を
学
ぶ
会

　
本
町
の
食

生
活
改
善
推

進
員
の
皆
様

に
ご
指
導
い

た
だ
き
郷
土

料
理
「
け
ん

ち
ん
汁
・
赤

飯
」
を
作
り

ま
し
た
。

「
地
産
地
消
」

五
霞
町
産
の

材
料
が
使
わ
れ
、
特
に
け
ん
ち
ん
汁
に

使
わ
れ
た
手
作
り
味
噌
の
風
味
は
格
別

で
し
た
。
味
も
す
ば
ら
し
く
子
ど
も
た

ち
も
大
喜
び
で
心
も
お
腹
も
満
た
さ
れ

た
時
間
で
し
た
。
１
月
30
日
、
２
月
６

日
、
２
月
13
日
の
３
日
間
に
の
べ
22
名

の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。



　
24

　
31

記憶ゲーム
　　　　（西児童館）

2726
　 　

28
成人健康相談
　　（保健センター）
みんなでクッキング
　　　　（南児童館）

25 可燃ごみ可燃ごみ

　
17

西南 西南西南西南

西南 西南 西南 西南 西南

西南

20 可燃ごみ

可燃ごみ

　
2319

親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

ママといっしょ
　　　　（南児童館）

21
お楽しみ会（南児童館）
お楽しみ会（西児童館）

22

　
30

町税等夜間収納窓口
　　　　　（各窓口）

29

　
10

西南西南西南西南西南

西南

西南

消費生活相談窓口
　　　（ひばりの里）

13 可燃ごみ
平成24年度
スポーツ少年団卒団式
（Ｂ＆Ｇ海洋センター）

1612
乳幼児健康相談
　　（保健センター）
親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

ママといっしょ
　　　　（南児童館）
手作りクッキング
　　　　（西児童館）

14
　
15

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.goka.lg.jp/
Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
m
ail@

tow
n.goka.lg.jp

■
発
行
／
五
霞
町
役
場
　
〒
306-0392

　
茨
城
県
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島
郡
五
霞
町
大
字
小
福
田
1162－

1　

0280（

84）1111㈹

３月 お知らせカレンダーお知らせカレンダー

我
が
家
の
主
役

小児医療
輪 番 制

西南：茨城西南医療センター病院（境町）（87）8111
日赤：古河赤十字病院（古河市）（23）7111

：友愛記念病院（古河市）（97）3000

※輪番日及び時間…月・火・水・木・金・土曜日：午後６時～午後11時、日曜日・祝日：午前９時～午後４時
※実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディカルセンター病院でも小児医療を対応しています。

友愛

このコーナーに掲載をご希望の方は、総務課（内線227）までお申し込みください。

東日本大震災義援金について
　平成25年３月31日㈰まで受
付期間を延長いたします。
　引き続き、皆様のご協力をお
願いします。お預かりした義援
金は、日本赤十字社茨城支部に
送金し、被災者への生活支援や
見舞金に使われます。

○義援金送金額
　1,189,948円（２月15日現在）

日 月 火 水 木 金 土

春季点検式
　　　（中央公民館）

3 4

ストップウォッチチャ
レンジ　（南児童館）
ドッジボール大会
　　　　（西児童館）

11

避難訓練（西児童館）

道の駅ごか（定休日）

18

親子ヨガ教室
（ふれあいセンター）

5 可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

ママといっしょ
　　　　（南児童館）
ふれあいハート教室
　　（保健センター）

7

西南西南西南 西南

１歳６か月児健診
　　（保健センター）

6
すくすく相談
　　（保健センター）

可燃ごみ8
第26回五霞近隣野球
スポーツ少年団新人
大会（１日目）
（中学校野球場、丸池台球場）

9
ドッジボール大会
　　　　（南児童館）
宝さがし（西児童館）

道の駅ごか（定休日）

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

毎日の夜間／18時30分～23時30分
休日の昼間／  9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

西南西南

第26回五霞近隣野球
スポーツ少年団新人
大会（２日目）
（丸池台球場）
B&Gスキー教室
（栃木県鶏頂高原）

西南

ちびっこ広場
　　　　（西児童館）

可燃ごみ1
　
2

　

春分の日

ビン類・ペットボトル

不燃ごみ

不燃性粗大ごみ

ビン類・ペットボトル

缶類

紙類

可燃性粗大ごみ

缶類

友愛

友愛

日赤

日赤

　広報ごかでは、毎月「我が家
の主役」と題し、３歳ぐらいま
でのお子さまを掲載しています。
このコーナーにあなたのお子さ
まを掲載してみませんか。
　ご希望の方は、総務課または
町ホームページにあります応募
用紙に写真を添えてお申し込み
ください。

　また、写真の提出は、デジタルカメ
ラなどのデータや現像写真でお願いし
ます。
　なお、掲載は受付順となっており、
一度掲載された方は見送らせていただ
きます。

○お申し込み・お問い合わせ
　総務課　企画政策グループ
　☎（84）1111（内線227）

土曜窓口業務を行っています
土曜日（祝日を除く）の午前8時 30分から正午まで一部窓口業務を行っています。ぜひご利用ください。

▼申請・請求できる方▼
　住　　民　　票　　………本人及び同一世帯の方
　戸籍謄本・抄本　　………本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方
　印　鑑　証　明　　………印鑑登録証をお持ちの方
※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
　　　　　　　　　　　　　　○お問い合わせ　町民税務課　町民グループ　（84）1965町民税務課

※確定申告は、３月15日㈮までです。
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